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新チーム「ソルト」始動

2013年 10月，報道局にデスクと大学生だけの新たなプロジェクトが発足した。

名称は「Social Listening Team」，頭文字を取って「SoLT＝ソルト」と称している。

仕事はツイッターのタイムラインなどを観察し，そこから事件事故の発生やネット

独自のトレンドをつかんで放送につなげること。機材は一般的なパソコンとネット

回線で，ツイート検索などは主に無料サービスを使っている。手法はシンプルだが，

首都圏で起きた爆発事故や殺人事件などの一報を通行人などのツイートからいち早

くつかみ，取材と放送につなげるなど，チームは早速多くの成果を挙げている。事

件事故や災害からネット独自のトレンド情報まで，硬軟とりまぜ，北海道から沖縄

にかけての幅広い地域の情報をつかみ，「ネットからキャッチした一報情報を報道

につなげる」取り組みが本格的に始まっている。

震災ビッグデータからソーシャルリスニングへ
足立義則（NHK報道局ネット報道部記者）

報道局に設置した「ソーシャルメディア情報の監視チーム」
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なぜ「ソルト」か

ソルト結成の動機は，東日本大震災時の私の経験に基づいている。震災が起きる

前，私は報道局科学文化部でツイッター（@nhk_kabun）とブログ（かぶんブログ）

の運用担当を務めていた。ツイッターがスタートした 2011年 1月当初はニュース

や番組紹介などをツイートし，フォロワーは 3,000程度だった。

震災直後，被災地の多くの通信網がダウンしたため，行政も報道機関も被害の実

態を把握できない状況が続いた。しかし被災者は生き残った通信回線を使い，ツ

イッターやブログで自身や周囲の被害状況を独自に発信し，その数は爆発的に増え

ていった。交通機関を中心に被害状況の取りまとめにあたっていた私と数人の記者

が行ったのは，投稿された膨大なツイートの中から，内容が重要で，信憑性がある

と判断できたものを選び出し，放送原稿にすることだった。

まず公的機関では，宮城県気仙沼市役所が唯一ツイッターを使って「津波がまも

なく来ます」「市街地で火災が起きている模様」といった情報を発信していた。そ

れらはまさに災害に直面している多くの気仙沼市民には届いていなかったかもしれ

ないが，被災地の状況を東京や全国に発信するうえでは大きな役割を果たしたとい

える。その気仙沼市役所の情報も夜には途絶えたため，続いて探したのはツイッター

に数多く投稿された「○○市の公民館に取り残されています。助けてください」と

いった SOSメッセージだった。その中に「気仙沼市の中央公民館に児童を含めた

400人余りが取り残されている。助けて」というツイートがあり，これは公民館に

取り残された母親の窮状を知ったロンドン在住の男性がツイートし，それが次々に

拡散したものだった。このケースは記者が原稿化し，最終的に東京消防庁につながっ

て，翌朝の早期の救出につながった。

大災害の初期にはこうしたツイッターなどの「ソーシャルデータ」が有力な情報

源の 1つとなり，それは今後も続くと思われる。しかし報道機関として私たちがそ

うしたデータを収集し，分析し，放送につなげる体制には多くの課題があった。ま

ず情報を集める人員。大災害発生時に通常の災害取材とは別に，ネット画面に向き

合い，そこから情報をつかむためのデスク＋数人のスタッフからなるチームが必要

だ。デスクとスタッフには膨大な量のツイート＝「ソーシャルビッグデータ」の中

から，状況の変化に応じてそのとき最も必要な情報だけを素早く選び，信憑性を確

認し，必要な著作権の課題をクリアするといった，知識と技量が求められる。そう
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して選び，原稿化した情報を，放送につなげるための制作班との連携体制も必要だ。

これらの情報収集・分析・発信という一連の業務フローは，大災害が起きてから用

意したのではもちろん間に合わず，日常的に行っていく必要がある。

2 つの「ビッグデータ」

ソルト実現を後押ししたのは，2つのビッグデータプロジェクトだ。1つは，

2012年秋に実施された「震災ビッグデータプロジェクト」。ツイッター・ジャパン

とグーグルの呼びかけで，国内外のデータ解析の専門家やエンジニア，ジャーナリ

ストなどが参加して，震災後 1週間に交わされたすべての日本語ツイートなどの大

量のデータの分析に当たった。その結果，例えば「震災直後，全体のわずか 4％の

アカウントが全ツイートの半数近くをつぶやいていた」「善意の拡散がデマ情報を

さらに広げていった」といったことがデータ解析で明らかになった。

一方で，災害初期の報道に当たる立場からは，現状のソーシャルデータ分析の課

題も感じた。例えば個人の携帯電話の GPSデータなどは確度が高く，データの収

集や分析，発信といった作業の大半を自動化することも可能だ。それに対しソーシャ

ルメディアで交わされる「助けて下さい」「水が不足しています」といったテキス

トデータは曖昧さを含んでいる。日本語の意味解析の難しさやツイッターの字数制

限などもあって，内容の信憑性や重要度を機械的に判断するには精度の問題がある。

結局は大量のツイートを機械的に「ふるい」にかけたうえで，人が見た目で判断す

るシンプルな方式が最も効率的だと分かった。

もう 1つのビッグデータは「選挙」だ。インターネット選挙運動が初めて解禁

された 2013年 7月の参議院選挙で，選挙期間中に交わされる大量のツイートなど

を分析することで，ネットの世論の動きをいち早くつかみ新しい選挙報道につなげ

ていこうと，報道局に選挙ビッグデータプロジェクトが立ち上がった。私たちチー

ムの一行は一昨年の大統領選挙でのネット選挙報道を参考にしようと，2013年 5

月，アメリカの ABCや CNN，ニューヨークタイムズなどを視察したが，そこで強

く印象に残ったのは，各社のニュースフロアにツイッターのタイムラインを常時眺

め，ソーシャルデータを分析する専属チームがいたことだった。帰国してさっそく

デスクと記者，学生たちのチームを作り，毎日，選挙関連のソーシャルデータを収

集，分析したところ，例えばある少数政党の無名候補へのネットの関心が急上昇し

ていることや，別のある候補に対してネットで誹謗中傷が起きているなどの情報を
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いち早くつかみ，取材や番組に生かすことができた。ソルトでは毎日分析を始める

前にデスクとスタッフがミーティングを開いて分析方針を話し合い，特定のワード

で検索したツイートをリスト化し，考察を加えて「日報」をまとめているが，それ

らはいずれも選挙ビッグデータプロジェクトでの経験が生かされている。

ビッグデータからソーシャルリスニングへ

スタッフの努力や関係者の尽力もあって，新たなチーム「ソルト」は事件事故の

発生時の迅速な報道に威力を発揮している。ソルトの情報を次の大災害時に生かす

ために，日頃からソルトと総合波のニュース番組が連携する体制作りも進んでいる。

再び大災害が起きたとき，必要な「情報」を必要とする人に確実に届けるにはさら

に何が必要なのか。ソルトが大災害時の情報収集の核となるためには，スタッフや

機材をさらに増やし，検索と分析のノウハウを蓄積する必要があるが，懸案の解決

に向けた動きが次第に加速していることを日々感じている。




